
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

●自動車の場合、西広島バイパス宮内交差点を県道 30号線吉和・佐伯方面へ 15.5km約 30
分、佐伯支所前交差点を左折してすぐ。 

 
●公共交通機関の場合、広電バス宮内串戸駅バス停から津田吉和

方面行きに乗車、佐伯支所バス停下車、南へ徒歩 1分。 
 

 

 

劇団風の子は、1950 年、まだ戦後の焼野原の

残る東京世田谷で創立しました。 

「日本の未来を考えることは、これからの日本の

子どものことを考えること」を劇団の理念とし、

以来、半世紀以上、“子どものいるとこ、どこへで

も”を合言葉に、百数十名の団員がいくつかの班

にわかれ、北海道から沖縄まで、全国の幼稚園、

保育園、児童館、小学校、中学、高校、そして子

ども・おやこ劇場など、文字通り子どものいると

こどこへでもでかけて公演を続けてきました。 

 また、1970 年代からは、ドイツ、カナダ、中

近東、東南アジア、アフリカ、アメリカ、ロシア、

韓国、中国など海外での公演も毎年のように積極

的に行ってきており、国際的な文化交流の輪も

年々広がってきています。 

 1980 年代に入ってから、日本中を旅する全国

公演班とは別に、それぞれの地方に定住し、地域

の子どもたちに密着した活動をめざし、北海道、

東北、東京、関西、中四国、九州の地に地方在住

の劇団風の子を作り、その地域の特色を生かした

公演活動を展開しています。 

東京・関東を中心に活動する風の子東京は

1984年に発足しました。 

 劇団風の子は、これからも、子どもの目の高さ

から新しい創造に挑み続け、全国をダイナミック

に巡演するグループと地域でキメの細かな活動を

展開するグループとが呼応しながら、子どもたち

の中にとびこんでいきたいと思っています。 


